
 研究目的

◦ インターネットやボランティアコンピューティングなどの大規模分散システム
における要素の故障に対し，最小の予備数で所望の耐故障性を実現

 利用内容（PCクラスタ）
◦ 大規模システムの要素故障とその影響をシミュレーションにより評価

 結果
◦ 故障により発生する誤りの割合が，常に所望の値以下となることを確認

◦ 予備要素数を最小化することで，スループットが改善されたことを確認
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